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 「
中
近
世
に
お
け
る
長
滝
の
信
仰
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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 日本遺産・北前船文化を巡る③
～食野一統資料群～

「日本遺産」に追加認定された「荒波を越えた男たちの夢が紡い
だ異空間 ～北前船寄港地・船主集落～」のストーリーを構成す
る泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　

長
滝
に
は
今
な
お
多
く
の
信
仰

文
化
財
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
う
ち
、
長
滝
の
芸
能
と
中
世

信
仰
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
長

滝
の
天
王
淵
の
側
に
残
る
庚
申
碑

（
五
面
地
蔵
石
仏
）
は
、
か
つ
て
長

滝
に
庚
申
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
し
ま
す
。
碑
に
は
、「
慶
長
拾

三
年
戊
申
（
１
６
０
８
）
年
」「
奉

造
庚
申
待
講
衆
」
と
彫
ら
れ
て
お

り
、
１
６
０
８
年
に
長
滝
の
住
民
た

ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
庚
申
信
仰
は
、
道
教

由
来
の
信
仰
で
平
安
期
に
陰
陽
道

の
習
俗
（
行
事
）
の
一
部
と
し
て
貴

族
社
会
で
広
ま
り
、
鎌
倉
期
以
降
に

武
家
へ
伝
わ
り
、
15
世
紀
に
は
民
間

に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

信
仰
の
内
容
は
、
庚
申
の
日
に
三

尸
虫
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
中
に
住

む
不
可
視
の
虫
が
、
宿
主
が
寝
て

い
る
間
に
宿
主
の
罪
を
天
の
神
（
陰

陽
道
で
は
天
帝
、
仏
教
で
は
帝
釈

天
）
に
報
告
し
、
こ
の
報
告
に
よ
り

天
の
神
が
罰
を
下
す
、
と
い
う
も
の

で
、
庚
申
の
日
に
寝
る
と
報
告
さ
れ

る
た
め
、
寝
ず
に
一
晩
過
ご
す
と
い

う
風
習
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
庚
申
講

は
、
前
述
の
庚
申
の
日
に
行
わ
れ
る

講
で
、
２
ヵ
月
に
１
回
、
３
年
間
行

い
、
講
を
18
回
行
う
と
石
塔
（
庚
申

碑
）
を
建
て
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
逆

算
す
る
と
長
滝
の
庚
申
信
仰
は
、
碑

に
刻
ま
れ
た
「
慶
長
拾
三
年
」
よ
り

も
54
年
前
（
１
５
５
４
年
）
に
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▲長滝の庚申碑

　

摂
津
・
河
内
・
和
泉
で
は
、
15
世

紀
以
降
に
青
面
金
剛
を
本
尊
と
し
た

庚
申
信
仰
が
四
天
王
寺
を
中
心
に
仏

教
的
行
事
と
し
て
流
布
し
ま
し
た
。

庚
申
信
仰
で
祀
ら
れ
た
青
面
金
剛
は

帝
釈
天
の
化
身
で
も
あ
り
神
道
で
は

猿
田
彦
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。
長

滝
西
の
番
の
帝
釈
座
で
は
、
伊
勢
神

宮
へ
施
行
し
て
い
ま
す
が
（
帝
釈
座

文
書
）、
こ
れ
は
伊
勢
内
宮
の
猿
田

彦
神
社
へ
の
施
行
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
ふ
ま
え
る
と

西
の
番
の
帝
釈
天
社
は
現
在
で
は
失

わ
れ
た
庚
申
信
仰
と
関
連
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
猿
田
彦
、
庚
申
信
仰
と
大

き
な
繋
が
り
を
有
す
る
の
が
猿
楽
で

す
。
謡
曲
「
あ
り
と
ほ
し
」
の
作
者

観
阿
弥
は
、
時
宗
の
僧
籍
を
持
ち
な

が
ら
民
間
陰
陽
師
（
声
聞
師
）
と
し

て
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
聖

徳
太
子
と
の
縁
を
伝
承
し
て
き
た
人

物
だ
っ
た
た
め
、
陰
陽
道
的
信
仰
と

芸
能
・
太
子
信
仰
が
民
衆
社
会
に
伝

搬
す
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

庚
申
信
仰
は
庚
申
に
行
う
た
め
、

「
申
」
に
関
連
す
る
行
事
や
信
仰
と

習
合
す
る
傾
向
に
あ
り
、
猿
田
彦
と

帝
釈
天
を
繋
い
だ
の
も
仏
教
・
神
道

双
方
に
庚
申
信
仰
の
影
響
が
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
の
四
天
王
寺
が
拠
点
と
な
っ
た
庚

申
信
仰
の
場
合
、
能
楽
や
雅
楽
を
担

当
す
る
楽
人
が
四
天
王
寺
へ
奉
仕
し

て
い
た
た
め
、
僧
籍
の
楽
人
が
庚
申

信
仰
を
伝
搬
し
た
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
更
に
四
天
王
寺
周
辺
に

は
、
中
世
以
来
安
倍
晴
明
伝
説
の
発

祥
と
し
て
知
名
度
を
得
て
い
た
こ

と
、
室
町
期
に
四
天
王
寺
の
楽
人

が
、
陰
陽
師
安
倍
氏
と
共
に
天
皇
の

即
位
の
儀
式
（
大
嘗
会
）
に
舞
を
奉

納
し
て
い
た
こ
と
も
陰
陽
道
の
一

部
で
あ
っ
た
庚
申
信
仰
が
四
天
王

寺
を
拠
点
に
広
ま
る
背
景
に
あ
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
芸
能
に

関
わ
る
僧
や
陰
陽
師
な
ど
の
宗
教

者
が
、
全
国
に
民
間
信
仰
を
広
め
る

伝
承
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
広
め
た
芸

能
が
神
楽
で
あ
り
、
猿
楽
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。
次
回
は
こ
う
し
た
宗

教
者
が
広
め
た
申
楽
の
最
高
傑
作
、

「
あ
り
ど
お
し
」
に
登
場
す
る
蟻
通

の
神
に
つ
い
て
、
中
世
の
芸
能
者
の

文
献
を
参
考
に
紹
介
し
ま
す
。

　食野家（めしのけ）は、江戸時代に佐野を本拠地にして大富豪となった廻船業者
の一族です。食野家の廻船業は西回り航路が開かれて北前船が天下の台所に入港す
る17世紀後半から大いに発展します。大坂から出航するときは木綿、綿実や菜種油
などを運び、奥州からの帰りには米やニシンの干鰯（ほしか）などを運びました。
このような廻船業や大名貸しなどで巨財を築き、大豪商となりました。
　江戸時代中期の1761（宝暦11）年には、鴻池、三井、加島屋など名だたる富豪
と並んで同額の御用金を受け、後期の1806（文化3）年には三井とともに本家が
３万石、分家が１万石の買米を命じられるほどでした。大名貸しでは岸和田藩はも
ちろん、全国の大名に資金を用立てました。食野家の当時の発展ぶりは「加賀の銭
屋か和泉のメシか」といわれるほどで、佐野くどきにも数々のエピソードが唄いこ
まれています。これほどの富を蓄えた食野家でしたが、幕末には廻船業がふるわな
くなり、明治時代の廃藩置県の時には、大名への莫大な貸金がほとんど返金されず
一気に没落してしまいました。
　レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさのでは、食野家や唐金家、矢
倉家などの豪商が遺した古文書などの資料が所蔵されています。

▲「諸国家業じまん」（江戸時代）
より。関脇に「飯野佐太郎」の
名前が書かれている。
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